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日本では，今冬の新型コロナウイルス感染症とインフ

ルエンザの同時流行に備え，予防接種が例年より早く10
月 1 日から開始されました。そして，本稿を書いている

10月末現在，欧州では新型コロナウイルス感染症の第二

波が到来し，再び，夜間外出禁止等の行動規制が課され

ています。依然として予断を許さない状況が続く中，

2020年の日本公衆衛生学会総会は初めてオンライン開催

されました。個人的には，自宅や職場で比較的じっくり

と参加でき，新しい開催形式として「あり」と思いまし

た（あくまでも一学会員の意見ですが）。会員の皆様は

いかがでしたでしょうか

さて，本号には，英文原著 2 編を含む原著 5 編が掲載

されています。英文原著 2 編のうち，1 編は，ベイズ型

age-period-cohort モデルを用いて，都道府県別にがんに

よる死亡率の変化を検討した研究です。もう 1 編は，日

本の大学生を対象として，朝食欠食と健康関連習慣との

関連を検討した横断研究です。朝食欠食を生活習慣全般

の指標として捉え，検討しています。

和文原著 3 編は，いずれも高齢者を対象とした研究で

す。1 編は大規模コホート研究のデータを用いて，認知

症を伴う要介護認定の発生要因として趣味の種類や数に

着目した縦断研究です。地域づくりによる認知症介護予

防対策を進める上で，その活動内容を示唆する重要な結

果ではないかと思います。2 編めは，高齢者の運転免許

返納における“自主”の意味やその意思決定プロセスに

ついて検討した質的研究です。3 編めは，在宅の介護関

連職の認識する医療職との連携困難感を測定する尺度の

開発に関する研究です。いずれも今後の高齢者の健康課

題やその支援体制を考えたり，評価したりする上で必要

な知見を提示している研究です。

このように本号に掲載された論文は，研究領域や研究

対象，研究デザインが多種多彩であり，いつも通り公衆

衛生の奥行きの深さを実感していただけると思います。

今後とも皆様からの投稿を心よりお待ちしております。

(丹野高三)


